様式第２号
企画提案書
1. 企画の概要
	対話型鑑賞会や絵画制作ワークショップにおけるアピールポイント（400字以内）

	












[bookmark: _Hlk116487727]超老芸術のつくり手のプロフィール
	
	内　　　　　　容

	ふりがな
	

	氏　名
	

	活動地域
	

	主な活動実績等
	













※必要に応じて追加してください。




参考画像

作品やワークショップがイメージできる画像がある場合は、3枚以内で下記枠内に添付し、簡単に添付画像の説明書きを記載してください。（必須ではありません。）
＊添付画像の解像度は低解像度に設定いただき、本提案書提出の際、メールの送受信に支障がないようにご協力をお願いいたします。

	画像①






	画像①説明書き(20字以内)









	画像②






	画像②説明書き(20字以内)









	[bookmark: _heading=h.30j0zll]画像③






	画像③説明書き(20字以内)










対話型鑑賞ファシリテーターのプロフィール(1)
	
	内　　　　　　容

	ふりがな
	

	氏　名
	

	活動地域
	

	主な活動実績等
※対話型鑑賞ファシリテーター養成講座の受講歴等も記載
	








※対話型鑑賞ファシリテーターを回によって、変更する可能性がある場合は、以下にも追記してください。

対話型鑑賞ファシリテーターのプロフィール(2)
	
	内　　　　　　容

	ふりがな
	

	氏　名
	

	活動地域
	

	主な活動実績等
※対話型鑑賞ファシリテーター養成講座の受講歴等も記載
	







※必要に応じて追加してください。










2. 団体の活動概要
	（１）団体の活動目的（300字以内）

	








	（２）団体の活動実績（400字以内）
超老芸術の活用や、アーティストとの連携による地域づくりの活動実績

	








	（３）本事業の実施体制

	本事業に係る団体の人員体制を記載してください。（予定も含む）
	従事者の氏名
	本事業における役割（業務）

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


※必要に応じて追加してください。

	（４）本事業で連携可能な行政機関等と連携内容

	本事業で連携する行政機関や団体のほか、団体構成員以外の個人の役割分担を記載してください。（予定も含む）
	団体名又は氏名
	業種又は専門分野等
	本事業における役割（連携内容）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



※必要に応じて追加してください。



